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20.才代 80.才代 . 0.才代 酎 r 
共.き主蝿 116 257 16 889 (29.8 ) (66.1 ) (4.1 ) (1倒的 T568 
噂責主輔 88 287 14 389 d/-2 (2H) (73.8 ) (3.6 ) 【I凪0.) 
S十 20{‘ 262 ) 5・4 80. 778 n. s. (69.9 ) (3S) (10.0.0. ) 
Z 酎Il1 の 瞳青年数
-9革 10.-12年 1 8年~ 酎 r 
品・き主回 78 28(9 541 J t2(5 28a) ‘-4L2 IOE且』 r=8.37 7.6 
(11:.主蝿 7・ 260. 84 418 d/~2 ( 17.7 ) (622 ) (20..1 ) ( 10.0.0) 
計 152 499 20.9 860. Pく0ρ2( 17.7 ) (58.7 ) (2‘.8) (1冊。}
主主の鞍青年世
-9'" 10.-12年 1 3写~ 針 r 
共・き韮崎 10.【23t} 227 118 “2 (5 L3) (25.6 ) (1旬。} r~2.86 
W量主蝿 88 20.8 126 417 d/~2 (211 ) t・8.7) (80.2 ) 【10.0.0.】
計 t9t0 22 1 3 43f0sot}28(9 278} 85t9 10@@} 
11. s. 
4. 去の年収. 中 低 計 r 
民・き主蝿 6(8 1 134} 14{85 78) I7t6 468〕 88t4 I向。}
r-88.30. 
4J揖主同 17(‘8 74) 10.7 85 8465 10M) (29.8 ) (233 ) d/ ~2 
肘 286 H2 261 I 7 ・~~^" P<Oo.l (81.6 ) (83.6 ) ( 3笠lLム!型}
住 :NAは陣〈
袋一 2 共働き主婦の職業，腐用形態，就労務泊
職 1; 鳳用形轡 就労理由
管浬・専門職 84 常 動 26 1 家計補充型 2 0 0 
( 18.9) (58.1 ) (45.1 ) 
専務伎術臓 162 
rドトタイム 1 75 生活向上型 1 05 (&6.6 ) 
(39.5 ) (23.7 ) 
黙練労・者 7 
( 1.6 ) NA 自立型 97 
労-I*fi'tIJ1r 39 (21.9 ) 
(8.8 ) 
サービス業 1 23 計 443 NA 4 1 
fi't4J者(27.8) ( 1 00.0 ) (9.3 ) 
NA 
fH278 3 
4 4 3 
計(I 00.0 
4 4 3 







「夫の，思いやりJ(褒 1- I )については，専業主婦の
半数が犬の思いやりを!慈しることが多いのに対し.共働







































































































































~ 説明変数名 x'i直 自由度 危倹率
家 族 形 態 6.480 4 0.1 7 
2 子 供 数 10.641 8 0.22 
2 夫 の 年 令 3.5 6 6 6 0.74 
4 妻 の 年 令 2.0 4 1 4 0.73 
5 夫婦の年令差 7.930 8 0.4 4 
6 居 住 地 域 20.343 1 2 0.06 
7 居 住 年 数 0.721 4 0.95 
8 住 居 形 態 7.485 4 0.1 1 
9 部 屋 数 9.360 6 0.15 
10 結 婚 年 数 3.637 6 0.73 
⑪ 夫の教育年数 10.168 4 0.04 
⑫ 委の教育年数 1 2.328 4 0.02 
13 夫婦の教育年数差 3.039 4 0.55 
14 労働待問(委) 2.887 4 0.58 
15 委 の 月 収 4.783 4 0.31 
16 転織の有無(妻) 4.159 2 0.13 
17 委 の 織 業 1 L551 1 0 0.32 
⑩ 委の勤める企業の規模 24.056 6 0.00 
19 委の雇用形態 2261 2 0.32 
20 峨場の人間関係(委) 5.9 31 4 0.20 
@ 共働き賛成度 20.817 4 0.00 
@ 妻の就労理由 9.931 4 0.04 
@ 仕事満足度(妻) 31.390 8 0.00 
⑪ 婆の就労意識 23.758 6 0.00 
25 共働きに対する評価 2.035 6 0.92 
@ 家事分担度 11.006 4 0.03 
@ 勢 力 事普 進 27.092 8 0.00 
28 近隣つきあい 6.603 8 0.58 
@ 委の家事遂行度 15.664 4 0.00 
⑩ 夫 婦の理解度 29.114 4 0.00 
@ 夫 の 職 事長 27.660 1 2 0.01 
32 夫の就業上の地位 7.651 6 0.26 1 
33 夫 の 年 収 8.600 4 0.7 




ミ註乏を 高 中 低 計
高 22 41 20 83 (26.5 ) (49.4 ) (24.1 ) ( 100.0 ) 
中 41 94 51 186 
(22.0 ) (50.6 ) (27.0 (100.0 ) 
低 15 29 5{6 56.0) 
100 
(15.0 ) ( 2 9.0 ) (100.0 ) 
針







C lamer s Value 
夫婦の鍾解度 O. I 98 6 2 
2 仕容の満足度 。1893 0 
s 夫の職業 0.1 82 3 3 
4 勢力闘車造 O. I 7 5 2 6 
5 婁噂肋る企業税車線 O. I 72 I 2 
6 妻の就労意識 O. I 6 4 5 0 
7 共働き賛成度 O. I 6 4 2 I 
8 委の家事遂行度 O. I 3 37 2 
9 委の教育年数 0.1 I 836 
I 0 家事分担度 0.1 I 209 
1 1 委の就労理由 0.1 1 128 
I 2 夫の教育年数 臥1 0 7 4 9 
表II-A-4 致:の仕lJ~の満足度別夫婦の手口合I!{-E要 | 高 低中 計
十サやり 1 51 1 53 1 21 什 25
がいあり 1 ( 4 0.8)1 ( 42A ~ (1 6.8 ~ (100.0) 
一 ー
やや 130 173 1 511154 
申内耐い1:，η1 (19.5)1 (41.4)1 (33.1)1 (100.0) 
どちらとも 1 26 1 30 1 37 1 93 
いえない 1 (27.9)1 (323)1 (89且 )1 (100.0) 
あま り ト ?_.I~2._ .1 ~0__ .1 ~~ 一全出主込.Ü.J..己主斗三~4.9.1_<_~ O や竺L
やりがいなし|{?75) (i71 J (;58 ) l1000} 
I l!~D .p ， I I~~..c ， I I ~ ~no J 4~~ (26.7) 1 (425)1 (S 0.8 ~ (100.0 ) 
表II-A-5 夫の職業別夫婦の和合j支
五¥ぞ 高 中 低 針
12 24 10 46 自営 (商工 ) (26.1 ) (522 ) (21.7 ) ( 1∞o ) 
17 22 11 50 経営管理専門 (34.0 ) (44.0 ) (2 2D) (100.0 ) 
52 87 49 IR8 事務 筏術 (27.6 ) (463 ) (26.1 ) ( 10.0) 
4 14 15 3 熱様労働者 (12.1 ) (42.4 ) (455 ) (10.0 ) 
I 7 7 20 34 
労務従4匹者 I (20.6) (20.6 )1 (58.8 )1 (100.0) 
15 27 19 6 1 サ 七ー'ス.従事者 (24.6 ) (44.3) (3 Ll )1 (1ωo ) 
2 。 2 4 _.漁業従.者 (50.0 )1 (一 ( 50.0 )1 (100.0) 






118 1186 1137 1441 




公司乏 高 中 低 計
零細企業 2f 5 22A f40 Z7 4ι2 S92) 10(7 1000) 
中小企業 3f4 262 6{4 92 a{2 4S} 1 3(0 1000} 
大企業 5 16 
21 42 
( 1 1.9 ) (38.1 ) (50.0 ) (100.0 ) 
公共団体 47 53 27 127 (37.0 ) (41.7 ) (21.3 ) ( 100.0 ) 
111 173 122 406 
計 (27.3 ) (42.6 : (30.1 ) ( 100.0 ) 
表I1-A-8 妻の就労意識~Ij夫婦の和合度
ぷおぞ 高 中 低 計
仕事を持つの 29 25 14 68 
があたりまえ (42.6 ) (36.8 ) (20.6 ) (100.U) 
状包況liJυ金ご量いふぞ也とちa、5fP1 16】1 1f8 E00 6f7 2R lI 2-8Li6 且且且i
仕事続をけたい
15 18 23 56 
(26.8 ) (32.1 ) (41.1 ) ( 100.0) 
生活のめと出力 23 24 32 79 
明器，~坪1I:Jtj， (29.1 ) (30.4 ) (40.5 ) (1∞0) 
計 118 185 136 439 (26.9 ) (42.1 ) (31.0 ) ( 1ω0) 
表II-A-9 共働き質成度別夫婦の和合皮
点以さ 高 中 低 針
高 53 
58 26 137 
(38.7 ) (42.3 ) (19.0 ) ( 100.0 ) 
23 63 38 124 
中 (18.6 ) (50.8 ) (30.6 ) (1C臥o) 
30 48 47 125 
低 (24.0 ) (38.4 ) (37.6 ) (100.0 ) 
計 106 169 111 386 
(27.5 ) ( 43.8 ) (28.7 ) ( 100.0) 
表I-A -10 -)iの家庭遂行皮別夫婦の和合皮
ぷ〆ミ 品 中 低 計
高 24 24 
17 65 
(36.9 ) (36.9 ) (26.2 ) ( 100.0 ) 
中
48 80 37 165 
(29.1 ) (48.5 ) (22A) ( 1ω0) 
低 46 81 81 208 
(222 ) (38.9 : (38.9 ) (1ω0) 
計
118 185 135 438 
(27.0 ) (422 ) (30.8 i (100.0 ) 
表II-A-11 ~廷の教育年数別夫婦の和合皮
ぶよと 高 中 低 計
-9年 24 20 33 77 (31.2 ) (26.0 ) (4 2B) (100.0 ) 
10-12年 57 112 
70 239 
(23且} (46.9 ) (29.3 ) (100.0 ) 
13年~
37 54 33 124 
(29B) ( 4 3.6 ) (26.6 ) ( 100.0) 
計 118 186 136 440 (26.8 ) (42.3 ) (30.9 ) ( 100.0 ) 
( 6 ) 
表II-A-12 うをの家事分担度別夫婦の和今度
ゐ竺 高 中 低 計
高 18 41 42 101 ( 1 7.8) (40.6 ) (41.6 ) ( 100.0) 
中 3~ 60 40 133 (24.8 ) (45.1 ) (30.1 ) ( 100.0) 
低 66 84 54 204 (32.3 ) (41.2 ) (26.5 ) ( 100.0) 
針 117 185 136 438 (26.7 ) (422 ) (31.1 ) ( 100.0) 
表I-A-13 妻の純労理由別夫婦の和合j芝
ぶ点空 高 中 低 計
53 72 74 199 家計繍充型 (26.6 ) (36.2 ) (37.2 ) (J(ぬo) 
28 42 35 105 
生活向上型 (26.7 ) (40.0 ) (33.3 ) (100.0 ) 
26 51 20 97 
自立型 (2 6B) (52.6 ) (20.6 ) ( 100.0) 
計 107 165 129 401 (26.7 ) (4 1.1 ) (322 ) ( 100.0) 
表II-A-14 夫の教育年数別夫婦の和合皮
ぷおぞ 高 中 低 針
-9年 24 36 42 102 
(23.5 ) (35.3 ) (4 1.2 ) ( 100.0 ) 
10-12年 56 102 68 226 (24.8 ) (451 ) (30.1 ) (100.0 ) 
38 48 26 112 
同年~ (33.9 ) (42.9 ) (232 ( 100.0) 














































家族 形態 2.894 4 
チ 供 数 5.763 8 
夫 の 年 ノYLヲ 6.368 6 
実 の 年 dY〉3• 5.4 45 4 
夫婦の年令 差 8.288 8 
居住 地械 14.939 1 2 
居住 年数 0.821 4 
居住 形態 7.232 4 
部 屋 数 5.256 6 
結 婚 年数 3.1 6 1 6 
夫の教育年数 18.868 4 
委の教育年数 5.9 6 6 4 
夫婦の教育年数差 9.941 4 
共働きほすする評価 6.4 1 2 6 
家事分 担 度 8.586 4 
勢 力 情 造 17.731 8 
近隣づきあい 7.254 6 
委の家事遂行度 9.937 4 
夫婦 の 忽解度 37.196 4 
夫 の 職業 40.195 1 2 
夫の就業上の地位 20.665 4 
夫 の 年 収 9.895 4 

































様の傾向である。 「犬の職業J(表I-B -4) '.i:， ラたが
王将務 ・技術的職業，サービス業従事者，経営 ・管理 ・専







なるほど， 和合EEが高い三七:~:Jlが多くなる 。 この結果は共
働き主婦の場合と同様の傾向である。「勢力構造J(表I
-Bー 7)は，)::と J1:が協力して決定'R_行する努力桃j立(‘ド




順位 説明変数名 Clamer s VaJue 
夫婦の理解度 0.23084 
2 夫の 職業 0.22539 
3 夫の就業上の地位 0.15933 
4 夫の教育年数 0.1 5 0 4 1
5 勢 力 構造 。14 5 98 
6 夫の年収 0.1 1 6 4 1 
7 夫婦の教育年数差 O. 1 0 9 3 1 
8 要の役割遂行度 0.10889 
」
表IJ-B-3 夫婦の理解!支別夫婦の和合!主
おぞと 高 中 低 計
高 36 42 11 89 
(40.4 ) (47.2 ) ( 1 2.4 ) ( 100.0) 
中 60 79 37 
176 
( 3 4.1 ) (44.9 ) (21.0 ) (100.0 ) 
低 12 31 41 84 
( 14.3) (36.9 ) (48.8 ) ( 100.0 ) 
計 108 152 
89 349 
(30.9 ) (43.6 ) (25.5 ) ( 100.0 ) 
表IJ-B-4 ):::の職業5}IJ夫婦の和合!芝
広々 高 中 低 計
20 25 28 73 自営(趨工) ( 27.4 ) (34.2 ) (38.4 ) ( 100.0) 
22 28 15 65 通常・管理・専門 (33.8 ) (43.1 ) (23.1 ) ( 100.0 ) 経
75 60 25 160 事務・ 技術 (46.9 ) (37.5 ) ( 1 5.6 ) ( 100.0 ) 
2 17 4 24 
黙練労働者 (1 25 ) (70.8 ) (16.7 ) ( 100.0) 
2 10 6 18 労務従事者 ( 1 1.1 ) (55.6 ) (33.3 ) ( 100.0) 
18 23 10 51 ト ヒヨ業従轟者 (353 ) (45.1 ) ( 1 9.6 ) ( 100.0) 
サ』
農漁業従頃宅
2 3 6 11 
( 182) (27.3 ) (54.5 ) ( 100.0) 
142 166 94 402 針 (35.3 ) (4 1.3 ) (234 ) ( 100.0) 
表口-B-5 夫のまb業上の地位別夫婦の和合!支
よそ 高 中 低 針
?有 動 122 123 56 301 
(40.5 ) (40.9 ) ( 1 8.6) ( 100.0) 
臨時日雇 2 9 
自 19 
( 1 0.5 ) (47.4 ) (42.1 ) (100.0 ) 
自営 業 22 
33 32 87 
(253 ) (37.9 ) ( 36.8 ) I (100.0 ) 
146 165 96 407 
計 ( 3 5.9 ) I ( 40.5 ) (23.6 ) ( 100.0) 
-316- 社会福祉学
表11-8-6 夫の教育年数耳1)夫婦の和合j支
殴お翌三 高 中 低 針
-9年 20 36 32 88 (22.7 ) (40.9 ) (36.4 ) ( 100.0 ) 
10-12年 71 91 41 
203 
(35.0 ) (44.8 ) (202 ) ( 100.0 ) 
13年~ 59 
42 25 126 
(46.8 ) ( ~3.3 ) ( 1 9.9 ) (100.0 ) 
計 150 
169 98 417 
(36.0 ) (40.5 ) (23.5 ) (1制).0) 
表1I-8-7 夫婦の勢力情造別夫婦の和合皮
λヨミ 高 中 低 計
36 46 31 113 夫-決定実行 (3 1.9 ) (40.7 ) (27.4 ) ( 10.0) 
夫決定・饗実行 9 9 11 29 
(31.0 ) (31.0 ) (38Jl ) (100.0 ) 
平等製 105 103 48 256 
(41.0 ) (40.2 ) ( 18. ) ( 100.0 ) 
4 a 8 委決定・夫実行 ( 1 2.5) (50.0 ) (37.5 ) ( 100.0) 。 5 5 10 委・決定実行 ( ー ) (50.5 ) (50.5) (1∞0) 
針 151 167 98 416 
(36.3 ) (40.1 ) (23.6 ) ( 100.0) 
表11-8-8 夫の年収別夫婦の和合度
よそと 高 中 低 針
高 73 64 36 173 (422 ) (37.0 ) (20.8 ) ( 100.0 ) 
中 40 44 23 107 (a 7.4) (41.1 ) (21.5 ) ( 100.0 ) 
低 19 42 24 85 
(22.4 ) (49.4) (282 ) (1∞0) 
132 150 83 365 
計 (36.2 ) (41.1 ) (22.7 ) ( 100.0) 
表11-8-9 夫婦の教育年数差別夫婦の和{';-~
ぶモ e高 中 低 計
夫)-#: 51 41 30 122 ( 41.8) (33.6 ) (24.6 ) ( 1ω0) 
夫 z 凄 79 100 44 223 (354 ) (44.9 ) ( 19.7 ) ( 1創).0) 
夫 く婆 19 28 24 71 (26.8 ) (39.4 ) (338 ) (100.0 ) 
計 149 169 98 416 
(35.8 ) (40.6 ) (23.6 ) ( 100.0 ) 
表口一 B-10 lt:の家 'l~遂行皮切l夫婦の和合皮
おぞと 縄 中 低 計
42 42 23 107 
高 (39.3 ) (39.3 ) (21.4 ) ( 10.0) 
一一 自l 74 39 194 
中 (41.8 ) (38.1 ) (20.1 ) ( 100.0 ) 
低 30 52 36 118 (25.4 ) ~~ 4. I )L (30.5) ( 100.0) 
計 153 419 
(36.5 ) (4 0.1 ) I ( 2 3.4 ) ( 100.0 ) 
(8 ) 
下型)をもっ主婦に和合l交が最 L~< ， ついで夫・決定:Ji
































































































住:敬航は Clamer' s Val~ 
共働き主婦にみる夫婦の手口合伎と|提lj坐する変数問の関j量作(メカニズム)























































































































(5)~の家 '1与分 t邸玄 (目見日月ずみ)
(6)妥の家'~遂行皮 (1，;)J:) 
次iこ「妄の就労意識Jと相関のある変数はー次の7つめ
変数であリ， 1日Jj童l立の向いm-tにやげると ， u-の抗労
.fllrl (0.25407)， Jt例き i士/)記/St(0.20608)， f 1:恨のi出:)JO主


































属性 :i J::の~;正業j と.flll見iのある変数は次の 3'変敬であリ，















































































































































































































































































































念:を j[P!(する'1=.き h を i選択する人の向由も 1，~.1Rされねば
ならない。もし「選択のn由jなきところに伽1人の内己:.M
iJL (，存在しないという命題が・WJミであるとするならば.
3i虫略的には.われわれの J う「 リ)!;.:ヂ等」の.fl~念に加え ，
íj選択の I~rtlJというJII'.念を強凋していくこと.そして，
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のみ有効であリ， Clamer's Value 1;1: <P係数を数理





The pourpose of this paper is to understand the e仇ctof the employed wives on their spousa! emotional structure. 
Our鎗mplesare 443 employed wives who have at least a preschool child and 423 full-time housewives who have at 
least a counter part as a control group 
The analitical procedure of this data were as follows. First， the extent of the marital adjustment of the employed 
wives were compared with that of the full-time housewives. Next， our e仔oは5were given to find out the variables 
which were associated with the marital adjustment of the spouses both in two groupS. Then， we tried to find out the 
mechanism of the variables by which their inarital relations were influenced by these 
As the result， we obtained the finding that the extent of the marital adjustment of the full-time housewives ishigher 
than that of the employed wives. In other words， the negative effect of the wives' employment on their spousal emo-
tional structure was found at the farnily life stage of child rearing. 
Finally， some discussions were given about the negative effects of the wives' employment on the farnily. The日rst
discussion was concerned with the reason why the extent of the marital adjustment of the full-time housewives was 
higher than that of the employed wives. The analysis showed that the employed wives had many negative factors by 
which their marital adjustment was led to be lower than that of the full-time housewives. For example， the income 
level ofthe employed wives' husbands was lower than that of the full-time housewives' husbands. The employed 
wives had some guilt feelings because they thought that their role performances expected from their husbands were 
p∞r_ In addition， the extent of the spousal understandings inthe employed wife's group was lower than that of the 
full-time housewife's group 
The findings stated above， however， wil not work at the farnily life stage of launching when their al children was 
leaving their family of orientation. 
The second discussion was concerned with the pathological problems such as the increasing of divorce rate and of 
child delinquency considered to be derived from the increase of mather's employment outside the home. In this 
context， we also suggested that the pathological problems stated above were strongly associated with the decreasing 
of father's authority and the breakdown of patriarchal value system which were_ resulted from the increasing of the 
freedom of women's self expression and their economic independence. But we must also give our more attention to 
the aspect of the undevelopment of new fatherhood founded on value system of "equality" 
Our last discussion was concerned with strategies through which we might be able to solve those difficulties interms 
of the egalitarinism and pragmatism， which were strongry related to the conception of "the freedom of choice". 
(16) 
